
働き方改革
とは？

日本
ドイツ

せんとらるライナー

食堂車 たけちゃん多治見市内　美容室『Ⅲ＿en hair（サンエン　ヘアー）』新装工事 竣工
　多治見市内でテナントを改装中だった美容室『Ⅲ＿en hair
（サンエン　ヘアー）』新装工事が無事竣工を迎え、お引き渡し
をすることが出来、去る４月８日、堂々オープンを迎えました。
　こちらの美容室は以前から店舗を新築させて頂きました、
株式会社 OlinaS 様の４号店となる店舗で、今回は中庭のある
クラシカルなテナントビルの一角を改装させて頂きました。
　外壁面のネオンサインや天井の鉄骨やデッキをあえて剝き出
しにしたデザインなど、要所にア
クセントを置いたスタイリッシュ
な美容室です。

【昭和の風情漂う外観】

視察記 「働き方改革」 は、 正しいことなのか？
　今年 4
月、ドイ
ツ･ミュ
ンヘンで

3 年に一度開催される世界最
大級の建設機械見本市
「BAUMA」を視察して来ま
した。会場は、旧飛行場を利
用したメッセ・ミュンヘン。
総面積 61 万㎡と巨大で、世
界中から 3200 社が出展し
50 万人が来場するビッグイ
ベントです。
　全部見ていたら何日あって
も足りません。今回は、弊社
が注力しているダンプ部門を
中心に視察しました。感想を
一言で表現すれば「国柄が違
う」です。スウェーデンのブー
スでは日本人の奥様を持つ担
当者が説明してくれました。
彼によると、日本の道路規制
における最大総重量（車両重
量＋積載量）は 25 トン。し
かし、25 トン車は坂道が多
くカーブが連続する日本の道
路事情に馴染まず、一般的に
使用されているのは 20 トン
車が最大。一方、ドイツを始
めとするヨーロッパでは 45

ツのアウトバーンでは速度無
制限の区間も存在します。
　ドイツは我が国より生産性
が高いと言います。しかし、
ホテルやレストランやデパー
トで、あるいは飛行場や駅や
電車で現地の方々と接しまし
たが、決して効率の良い働き
をしているとは思えませんで
した。働きぶりというソフト
面では断然日本が優れている
と断言できます。では、なぜ
生産性に差が生じるのか？そ
れは、前述の積載量や道路網
を始めとするハードの差に起
因するものだと考えられま
す。
　この様な条件下において、
我が国の労働時間を欧米と同
じにして、厳しい国際競争を
勝ち抜いていけるのでしょう
か？意欲のある人が働きたい
と願う時に政府がそれを阻止
していいのでしょうか？日本
政府の進める「働き方改革」
に、大きな疑問を
抱いた BAUMA
視察でした。

阿部伸一郎

トンが一般的で、スウェーデ
ンはなんと 76 トン車まで走
行可能だそうです。因みにア
メリカは、オレゴンなど 100
トン超の州もあるそうです。
つまり、日本の流通コストは
ドイツの 2 倍、スウェーデ
ンの 3 倍にもなるというこ
とです。では、この規制値の
差はどこから生じるのでしょ
うか？それは、「国土の体力」
の差にほかなりません。頑強
な岩盤で平野が続くヨーロッ
パに対し、我が国は軟弱地盤
な上、急峻な地形が大部分を
占めます。つまり、日本は、
欧米の様な頑強な道路をつく
ることが、物理的に出来ない
国柄なのです。
　私が最も訴えたいのは、こ
こからです。競馬に例えれば
良馬場の欧米に対し、我が国
はドロドロの重馬場を走る様
なものです。加えてドイツ、
フランス等の国の形は、ほぼ
四角形で効率的であるのに対
し、我が国は細長く島々が点
在しております。そして、道
路網にも格段の差がありま
す。制限速度も異なり、ドイ
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お好み焼き ・鉄板焼き

　雨の日や雨が降る前、低気圧が近づく
と、体調が不安定になったり体に痛みが発
生することがあります。それは気象要素に
影響を受ける『天気痛』が原因かもしれま
せん。『天気痛』は、耳の奥にある内耳の
気圧センサーが、気圧の変化を感知する際
に過剰に反応し、体がその変化に順応しよ
うと交感神経の活動が活発になり、血管収
縮などの症状を引き起こすと考えられてい
ます。また、耳の回りの血行が悪くなると、
内耳がむくんで過敏になり、『天気痛』を
起こしやすくなるようです。その人がもと
もと持っていた症状が、天気に影響を受け
発症したり悪化したりするため、頭痛・神
経痛の悪化・めまい・肩こり・首痛・腰痛・
眠気・耳の違和感・気分の落ち込み・うつ・
不安症などなど多岐にわたります。
　ご自身でできる改善策として、内耳の血
行を良くするために、耳の後ろにあるツボ
を温めるのが効果的です。またこれからの
季節、冷房などで耳を冷やし過ぎないよう
気を付けると良いでしょう。耳のマッサー
ジもおすすめです。両耳を手でつまみ上下
や横に引っ張ったり、つまんだまま回した
りします。手のひらで耳全体を覆い、後ろ

健康的な習慣で、初夏の不調を乗り切ろう！

【住所】多治見市本町３丁目９番地２ ABC アカデミービル１B   【TEL】0572-51-8772
【営業時間】     平日 /10:00 ～ 19:00　土日祝 /9:00 ～ 19:00   【定休日】月曜日

に円を描くようにゆっくり回すのも効果
があります。マッサージは症状が出る前
に行うことで予防につながります。即効
性はない為、２週間～１ヶ月ほど続けて
みてください。
　さらに、体質的に『天気痛』になりや
すい人は、気象の影響を受けないよう自
律神経を整えることも重要です。具体的
には、①起床時には太陽の光を浴びる。②
毎日朝食を食べる。③日中にウォーキン
グなどの運動をする。④ぬるめの湯で入
浴する。⑤就寝と起床の時間を一定にし、
質の良い睡眠をとる。などの生活習慣で
す。日中は活動的に、夜はリラックスし
て過ごせる
生活を心掛
けることで
改善につな
げましょう。
梅雨が明け、
体調を整え、
楽しい夏を
過ごせると
良いですね。

　今年の秋で開店から 27 年目
を迎える、お好み焼き・鉄板焼
きのたけちゃん。オーナーの武
岡正廣さんは、食い倒れのまち
大阪で独立しお好み焼き屋を展
開していた。お店の経営はボチ
ボチだったが、何せ家賃が高い
という悩みを抱えていた。
　そんな武岡さんは、中央道の
恵那峡サービスエリアで仕事を
していた同僚のお手伝いで、何
度か恵那を訪れる内に、田舎暮
らしも楽しそうだったのと、家
賃の安さが魅力で思い切って恵
那にお店を構えることを決め
た。

【大阪の味に拘る武岡さん】

営業時間　昼 11：30 ～ 13：30　　定休日　月曜日
　　　　　夜 17：00 ～ 22：00
住所　　　恵那市大井町 177-26　　TEL　　 0120-928875
　　　　　（バロー恵那店前）

↑車輪の数に注目

　セントラル建設では地域の安全で快適な生活基盤を創造する
担い手として、確実な施工はもちろんのこと、お住まいや建物
づくりに関する様々なアドバイスをさせて頂いております。
　今後とも変わらぬご愛顧を頂きますようよろしくお願いいた
します。

【裏メニュー　セントラル】

　元々、お好み焼き屋は戦後の
大阪で小麦粉を使った手軽な食
事として庶民の間に広がった。
ビールやハイボールと相性が抜
群だったことから、次第に居酒
屋の役割を持つようになったと
いう。ここ、たけちゃんも正に
そんなお店だ。夜は、定番のお
好み焼き、たこ焼き、焼きそば
は勿論のこと、一品料理、揚げ
物、炒め物、なべ物など等、

制限速度 60km/h 以上の道路比較
資料提供：元土木学会 会長　大石 久和 先生

日本 ドイツ スウェーデン

25ｔ(20ｔ) 45ｔ 76ｔ

道 路 総 重 量 規 制 値

道路インフラ等、ハードの差に起因するのでは？

　ちなみに、セントラル建設の
職員はランチの常連。ある職員
が、ソース焼きそばと塩焼きそ
ばを半々にしてくれと注文した
のがきっかけで、ミックスはい
つしか｢セントラル｣と呼ばれる
様になった。メニューにはない
が是非、お愉しみあれ。

アルコールが進む料理が並ぶ。
　武岡さんが｢生まれ育った当時
の大阪の味｣をキーワードとす
る、この店の料理の評判は上々。
　この文章を書いている私の一
番のお勧めは、太麺の焼きそば。
とにかく麺が美味しい。下呂の
製麺所に、たけちゃんの拘りを
伝え作ってもらうオリジナル生
麺だそうだ。

【外壁面のネオンサイン】

 2 0 2 5年    夏  　号
 　　　…1・4・7・10月1日発行…

セントラルグループ

〒509-7201　恵那市大井町1202-4
【TEL】0573-26-4114

【mail】info@central1961.com
せ ん と ら る ラ イ ナ ー

   ８５号 ホームページ
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【84 号の答え】

『二宮翁夜話』

　
か
つ
て
、全
国
の
小
学
校
に
は
、

薪
を
背
負
い
な
が
ら
本
を
読
む
二

宮
金
次
郎
像
が
設
置
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
像
を
通
し
て
、
勤
勉
で

親
孝
行
な
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
二
宮
尊
徳
だ
が
、
残
念
な
こ

と
に
、
彼
が
近
代
日
本
経
済
発
展

の
礎
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
こ
と

は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　
幼
名
、
金
次
郎
。
二
宮
尊
徳
は

1
7
8
7
年
、
多
く
の
餓
死
者
を

出
し
た
天
明
の
大
飢
饉
の
さ
な

か
、
現
在
の
神
奈
川
県
小
田
原
市

で
豪
農
の
家
に
生
ま
れ
た
。
幼
少

期
、地
域
を
流
れ
る
川
が
氾
濫
し
、

一
家
は
家
も
田
畑
も
全
て
を
失
っ

た
。
1
4
歳
で
父
を
亡
く
す
と
、

彼
は
農
作
業
に
加
え
、
早
朝
か
ら

山
で
薪
を
採
り
、
夜
は
わ
ら
じ
を

作
っ
て
売
り
歩
き
、
母
と
二
人
の

兄
弟
の
4
人
家
族
を
支
え
た
。
そ

ん
な
多
忙
な
日
々
の
中
で
も
、
四

書
五
経
を
読
ま
な
い
日
は
な
か
っ

た
。
父
の
死
か
ら
2
年
後
に
母
が

亡
く
な
る
と
、
兄
弟
は
別
々
の
親

戚
に
引
き
取
ら
れ
離
れ
ば
な
れ
に

な
っ
た
。
尊
徳
は
伯
父
の
家
に
身

を
寄
せ
家
計
を
助
け
た
が
、「
百

姓
に
学
問
は
不
要
、
燈
油
を
無
駄

に
す
る
な
」
と
、
夜
の
勉
強
は
許

さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
寸
暇

を
惜
し
ん
で
読
書
に
励
ん
だ
。

　
や
が
て
伯
父
の
家
を
出
て
、
無

一
文
だ
っ
た
生
家
の
再
興
を
果
た

し
、
更
に
母
の
実
家
に
も
援
助
の

手
を
差
し
伸
べ
た
。
そ
の
卓
越
し

た
手
腕
と
勤
勉
さ
は
評
判
と
な

り
、
小
田
原
藩
主
も
知
る
存
在
と

な
っ
た
。
そ
の
後
も
成
果
を
積
み

重
ね
、
や
が
て
尊
徳
の
名
は
老
中

読
書
尚
友
～
読
書
を
し
て
昔
の
賢
人
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

友
に
す
る
こ
と
～

水
野
忠
邦
ま
で
届
き
、
農
民
と

し
て
は
異
例
の
幕
吏
に
取
り
立

て
ら
れ
た
。
そ
し
て
7
0
歳
で

天
寿
を
全
う
す
る
ま
で
、
北
関

東
と
東
北
を
中
心
に
六
百
以
上

の
荒
廃
し
た
農
村
を
再
生
へ
と

導
い
た
。

　
尊
徳
の
農
村
再
生
の
哲
学

を
、
簡
潔
に
記
せ
ば
、
以
下
の

四
つ
に
集
約
さ
れ
る
。
第
一
に

「
天
の
恵
み
や
人
の
恩
に
感
謝

す
る
こ
と
（
報
徳
）」。
第
二
に

「
そ
の
恩
に
報
い
る
た
め
に
、

真
面
目
に
働
く
こ
と（
勤
労
）」。

第
三
に
「
身
の
丈
に
あ
っ
た
生

活
を
心
掛
け
る
こ
と（
分
度
）」。

そ
し
て
第
四
に
「
余
っ
た
利
益

は
社
会
に
還
元
す
る
こ
と
（
推

譲
）」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
何

よ
り
肝
心
な
こ
と
は
、
こ
れ
ら

を
口
で
説
く
だ
け
で
な
く
、
自

ら
率
先
し
て
行
う
と
い
う
姿
勢

で
あ
る
。
こ
の
実
践
を
重
ん
じ

る
精
神
こ
そ
が
、
尊
徳
の
思
想

の
核
心
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
報

徳
思
想
」
と
呼
ぶ
。

　
尊
徳
の
有
名
な
言
葉
に
「
経

済
と
道
徳
は
両
立
す
べ
き
も
の

な
り
。
こ
れ
を
別
物
と
す
る
は

大
い
な
る
誤
り
な
り
」
と
い
う

も
の
が
あ
る
。
ど
こ
か
で
聞
い

た
記
憶
が
あ
る
。
そ
う
、
渋
沢

栄
一
の
「
道
徳
な
き
商
い
が
永

く
つ
づ
く
こ
と
は
な
い
」
と
言

う
『
論
語
と
算
盤
』
の
一
節
で

あ
る
。
つ
ま
り
は
、
渋
沢
栄
一

の
経
営
哲
学
の
根
底
に
は
、
尊

徳
の
教
え
が
あ
っ
た
と
い
う
証

だ
。渋
沢
栄
一
だ
け
で
は
な
い
。

明
治
以
降
に
偉
業
を
成
し
得
た

安
田
善
次
郎
、
豊
田
佐
吉
、
松

下
幸
之
助
、
稲
森
和
夫
と
言
っ

た
近
代
日
本
を
代
表
す
る
経
営

者
た
ち
も
ま
た
、
報
徳
思
想
に

深
く
共
鳴
し
経
営
の
根
幹
に
据

え
た
。
彼
ら
が
事
業
を
成
功
に

導
き
、
社
会
に
多
大
な
貢
献
を
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「リンゴとオレンジ」の箱から果物 1 つを取り
出し、その果物に合わせたラベルを貼る。
残りの 2 つの箱は、互いのラベルを交換する。

あなたの会社の社員の一人が、給料を金の地金で日払いで払うように求
めています。あなたは、この社員の７日分の給料に相当する値段の金の
延べ棒を持っています。棒は既に７等分に切れ目が入っています。延べ
棒を２箇所だけ切断してよく、１日が終わるごとにこの社員と精算しな
ければならないとしてどうすればいいでしょう？

工務部　機械課
前田　勝広

【仕事のやりがい】自分のペースで作業させてもらえる

ので、とても充実しています。

【趣味】　畑仕事

【一言】末長くこの会社で仕事を続けられる様、ケガを

しないように頑張ります！

　

二
宮
金
次
郎
像
を
グ
ー

グ
ル
の
﹁
画
像
検
索
﹂
で

調
べ
て
み
た
︒
よ
く
見
て

み
る
と
︑
素
材
は
石
︑
銅
︑

陶
器
︑
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と

さ
ま
ざ
ま
で
︑
着
て
い
る

衣
装
も
ポ
ー
ズ
も
表
情
も

ま
ち
ま
ち
だ
︒
薪
で
は
な

く
︑
芝
や
魚
籠
を
背
負
っ

た
像
も
あ
れ
ば
︑
座
っ
て

読
書
し
て
い
る
像
も
あ

る
︒
実
に
︑
バ
ラ
バ
ラ
で

あ
る
︒

　

私
は
︑
て
っ
き
り
国
な

り
文
部
省
な
り
が
︑
上
か

ら
の
命
令
で
設
置
し
た
も

の
と
思
い
込
ん
で
い
た
︒

し
か
し
︑
も
し
そ
う
だ
と

し
た
ら
︑
こ
れ
程
ま
で
に

バ
ラ
バ
ラ
な
像
が
存
在
す

る
の
だ
ろ
う
か
︒
調
べ
て

み
る
と
︑
官
の
関
り
は
一

切
な
く
︑
全
て
民
が
主
導

し
設
置
さ
れ
た
︑
草
の
根

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー
ツ

だ
っ
た
︒

　

こ
と
の
始
ま
り
は
︑
大

正
1
4
年
に
現
在
の
愛
知

県
豊
橋
市
の
あ
る
報
徳
思

想
家
が
母
校
に
一
体
の
像

を
寄
贈
し
た
こ
と
に
よ

る
︒
そ
の
3
年
後
の
昭
和

3
年
に
全
国
各
地
で
新
天

皇
の
即
位
を
祝
う
御
大
典

が
行
わ
れ
︑
名
古
屋
で
開

　2001 年、恵那市の事業家、田中春雄氏から、
歌川広重や中山道に関る貴重な浮世絵コレク
ション約 500 点が恵那市に寄贈されたことを
きっかけに中山道広重美術館が開館し、今年
で 24 年目を迎える。以降も収集を続け、広重
を中心とした浮世絵版画美術館として収蔵品
は 1500 点以上に上る。
　もちろん、頻繁に特別企画展も開催され、

これらの収蔵品以外の美術品も鑑賞できる。また、楽しみは鑑賞だけにとど
まらず、浮世絵を楽しく学べる「浮世絵ナビルーム」や、版画で浮世絵を摺
ることが出来る「重ね摺り体験コーナー」。加えて、広重のオリジナルグッズ
も並ぶ「ミュージアム・ショップ」も設けられている。
　そして、特筆すべきは、ポーランドの古都クラクフにある「国立日本美術
技術博物館マンガ」と友好提携を結んでいる点だ。なお、マンガといっても、
いわゆるコミックを指すのではない。ここでいう「マンガ」は、葛飾北斎が「人
間の動作や動物の動きなどを写生した絵手本集、「北斎漫画」のことである。
　海外の著名な美術館からも、その存在が認められる中山道広重美術館。こ
うした文化拠点が恵那に存在することは、まさに地域の誇りであり、財産で
あり、貴重な資源である。

果
た
し
た
背
景
に
は
、
正
に
報

徳
の
精
神
で
あ
る
「
経
済
と
道

徳
の
融
合
」
と
「
社
会
へ
の
貢

献
」と
言
う
揺
る
ぎ
な
い
信
念
、

即
ち
報
徳
の
精
神
が
あ
っ
た
か

ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
さ
て
、
尊
徳
が
農
村
再
生
で

大
き
な
成
果
を
上
げ
は
じ
め
る

と
、
尊
徳
を
慕
う
各
地
の
門
弟

や
役
人
か
ら
「
教
え
を
文
章
に

し
て
残
し
て
欲
し
い
」
と
い
う

要
望
が
高
ま
っ
た
。
し
か
し
、

尊
徳
は
実
践
に
徹
し
自
ら
筆
を

執
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ

で
も
「
後
世
の
た
め
」
に
と
説

得
さ
れ
、
尊
徳
と
共
に
現
場
で

指
導
に
当
た
っ
た
側
近
の
福
住

正
兄
が
ま
と
め
た
の
が
、
こ
の

『
二
宮
翁
夜
話
』
と
な
っ
た
。

　
ま
さ
に
本
書
は
「
後
世
の
た

め
」
の
一
冊
と
な
っ
た
。
こ
の

書
こ
そ
が
、
近
代
日
本
経
済
の

精
神
的
土
台
を
築
い
た
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

＜解説＞
問題にある、「全ての箱には間違ったラベルが貼られている」という前提を捉えてお
く必要があります。
「リンゴとオレンジ」の箱から取り出した果物がリンゴだったとしましょう。
全ての箱には間違ったラベルが貼られているため、その箱は「リンゴとオレンジ」
の箱ではありません。よって「リンゴのラベル」を貼るのが正しいと言えます。
そうしたら、残る箱は 2 つだけ。どちらも「間違ったラベル」が貼られているので、
入れ替えれば正しくなるという訳です。

【仕事の内容】　岩村ストックヤードにて場内整備

二宮金次郎像は､
    草の根パブリック
        アーツだった。

催
さ
れ
た
博
覧
会
に
豊
橋

市
に
ほ
ど
近
い
岡
崎
市
の

石
工
が
金
次
郎
像
を
出
品

し
た
と
こ
ろ
︑
こ
れ
が
大

評
判
と
な
っ
た
︒
千
載
一

遇
の
チ
ャ
ン
ス
と
見
た
岡

崎
の
石
工
組
合
は
全
国
の

小
学
校
に
金
次
郎
像
を
寄

贈
し
よ
う
と
大
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
展
開
し
た
︒
す

る
と
︑﹁
岡
崎
に
負
け
る

も
の
か
﹂
と
富
山
県
高
岡

の
鋳
造
組
合
も
︑
銅
製
の

金
次
郎
像
を
売
り
出
し
︑

双
方
に
注
文
が
殺
到
し

た
︒
し
か
し
︑
昭
和
1
6

年
以
降
︑
金
属
類
回
収
令

に
よ
っ
て
大
半
の
銅
像
は

供
出
さ
れ
て
し
ま
い
︑
そ

の
代
わ
り
と
し
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
や
陶
磁
器
製
の

金
次
郎
像
が
設
置
さ
れ

た
︒

　

で
は
︑
な
ぜ
多
く
の
像

が
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た

の
か
︒
そ
れ
は
︑
高
度
経

済
成
長
期
に
か
つ
て
程
︑

勤
勉
さ
が
美
徳
と
さ
れ
な

く
な
っ
た
こ
と
や
︑
木
造

校
舎
が
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
建
て
替
え
ら
れ
る
際

に
移
動
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
こ
と
︑
さ
ら
に
統
廃
合

の
折
に
処
分
さ
れ
て
し

ま
っ
た
こ
と
が
主
な
理
由

の
よ
う
だ
︒
一
部
に
は

﹁
G
H
Q
が
W
G
I
P
の

一
環
と
し
て
撤
去
さ
せ

た
﹂
と
い
う
説
も
あ
る

が
︑
こ
れ
は
完
全
な
誤
り

で
あ
る
︒
実
際
に
は
︑

G
H
Q
は
貧
困
か
ら
立
ち

上
が
り
偉
業
を
成
し
遂
げ

た
尊
徳
を
﹁
日
本
の
リ
ン

カ
ー
ン
﹂
と
称
賛
し
て
い

た
と
い
う
の
が
事
実
で
あ

る
︒

　

二
宮
金
次
郎
像
︒
こ
ん

な
に
も
︑
ほ
の
ぼ
の
と
し

た
︑
そ
し
て
多
く
の
人
の

思
い
か
ら
生
ま
れ
た
︑
草

の
根
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー

ツ
を
︑
私
は
他
に
知
ら
な

い
︒
是
非
︑
復
活
さ
せ
て

も
ら
い
た
い
と
願
う
︒

給料を金で払うには

【座右の銘】　人にやさしく

【友好提携を結ぶポーランドの国立日本美術技術博物館マンガ】 【北斎漫画】

【中山道広重美術館】

石像
(恵那市立大井小学校 )

コンクリート像
( 背負うのは魚籠 )

着座した像

銅像

【上司より】真面目でこつこつ。いつも笑顔で気持ちの

いい挨拶で職場を明るくしてくれています。(48 歳 )

『せんとらるライナー』につきまして、ご意見ご感想などをお聞かせいただけ

ましたら幸いです。今後とも変わらぬご厚情賜りますようお願い申し上げます。


